平成２０年３月１４日（金）

兵庫県立生活科学研究所
保温鍋の省エネと実用性に関する試験結果（参考資料）
テ　ス　ト　対　象　品
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　　　保温鍋　製品Ａ　　　　　　　　　保温鍋　製品Ｂ　　　　　　　製品Ａ、Ｂは　　　

　　購入価格：9,425円　　　　　　　　購入価格：12,700円　　　　　　内鍋全体を覆う構造
　　最大容量：2.6ℓ　　　　　　　　　 最大容量：3.6ℓ

総重量：2.7kg　　　　　　　　 　　総重量：3.6kg　　　
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　　　　保温鍋　製品Ｃ　　　　　　　　保温鍋　製品Ｄ　　　　　　　　製品Ｃ、Ｄは　　　　
購入価格：10,600円　　　　　　購入価格：14,450円　　　　　　　内鍋の側面を覆う構造
最大容量：4.5ℓ　　　　　　　　最大容量：5.2ℓ　　　　　　　（製品Ｄは、ホルダーを
総重量：2.8kg　　　　　　　　　総重量：2.7kg　　　　　　　　　とりつけたまま加熱調理を行うタイプ）　
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　比較用鍋Ｅ　　　　　　比較用鍋Ｆ　

（アルミニウム製　（表面ステンレス層
の単一構造鍋）　　の全面多層構造鍋）

最大容量：4.6ℓ　　最大容量：2.5ℓ
総重量：0.5kg　　　　　総重量：1.5kg
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図1　室温20℃における保温性　　　　　　　　　　図2　室温10℃における保温性
（内容湯量2.5ℓ）　　　　　　　　　　　　　　　（内容湯量2.5ℓ）
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図3　製品Ａ、Ｅの保温性と室温の関係　　　　　　図4　製品Ｃ、Ｅの保温性と室温の関係
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　図6　鍋ごとの小豆の炊き上がりの硬さ

図5　湯量の違いによる製品Ｃの保温性　　　　　　　　　

図7　保温材の違いによる保温性の比較　　　　　　図8　保温構造の違いによる保温性の比較
（室温20℃、内容湯量2.5ℓ）　　　　　　　　　　　　（室温20℃、内容湯量2.5ℓ）













































